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令
和
元
年
５
月
２９
日

（水
）
た

　

ら
、
会
員
増
加
に
協
力
し
て
も
ら

つ
の
市
総
合
文
化
会
館
に
お
き
ま

　

い
た
い
。
ま
た
、
安
全
就
業
の
意

し
て
、
山
本
た
つ
の
市
長
、
服
部

　

識
を
向
上
さ
せ
て
、
事
故
を
減
ら

太
子
町
長
、
小
谷
た
つ
の
市
健
康

　

し
て
も
ら
い
た
い
と
の
挨
拶
が
あ

福
祉
部
長
、
八
幡
太
子
町
経
済
建

設
部
長
を
お
迎
え
し
、
公
益
社
団

法
人
た
つ
の
市

・
太
子
町
広
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
元

年
度
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
海
理
事
長
か
ら
来
年
は
セ
ン

タ
ー
設
立
か
ら
３０
周
年
を
迎
え
る

が
、
会
員
数
や
契
約
実
績
が
減
少

し
て
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
創
意
工
夫
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
住
民
に
身

近
な
事
業
と
し
て
空
き
家
管
理
事

業
や
ち
ょ
こ
っ
と
サ
ポ
ー
ト
事
業

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
定
年
延
長

や
再
雇
用
制
度
に
よ

っ
て
、
会
員

減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

発
注
に
応
え
き
れ
な
い
業
種
が
出

て
き
て
い
る
。
元
気
な
高
齢
者
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
か

り

ま

し
た

。

そ
し
て
、
事
業
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
６８
名
の
会
員
に
対
し

て
表
彰
状
及
び
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
議
長
に
は
御
津
事
業
所
の

塚
本
敏
昭
氏
を
選
出
し
、
定
足
数

の
報
告

（会
員
総
数
７９４
名
、
出
席

者
７５７
名
委
任
状
提
出
者
含
む
。
）

で
過
半
数
を
充
足
し
て
い
る
た
め

総
会
の
成
立
を
官
一言
し
、
報
告
及

び
議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

報
告
第
１
号
　
平
成
３。
年
度
収
支
補
正
予
算

報
告
第
２
号
　
平
成
３。
年
度
事
業
報
告

報
告
第
３
号
　
〈「
和
元
年
度
事
業
計
画

報
告
第
４
号
　
〈「
和
元
年
度
収
支
予
算

報
告
第
５
号
　
〈「
和
元
年
度
資
金
調
達
及
び

設
備
投
資
の
見
込
み

炒
熙
咆
狡

議
案
第
１
号
　
平
成
３。
年
度
収
支
決
算

平
成
３。
年
度
監
査
報
告

議
案
第
２
号
　
理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

以
上
５
件
の
報
告
及
び
２
件
の

議
案
審
議
を
行
い
、
原
案
の
と
お

り
可
決

・
承
認
さ
れ
、
定
時
総
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

定
時
総
会
終
了
後
、
健
康
運
動

指
導

士

の
田

口
た
え

子
氏

か
ら

「
心
と
体
　
い
つ
ま
で
も
元
気
イ

キ
イ
キ
ー
」

の
演
題
で
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
の
生

活

の
中
で
、
簡
単
に
運
動
す
る
こ

と
を
、
場
内

の
会
員
さ
ん
も

一
緒

に
な

っ
て
体
を
動
か
し
て
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

運
動
は
身
体
機
能

の
向
上

の
み

で
は
な
く
、

ス
ト
レ
ス
の
発
散

や

生
活
習
慣
病
予
防
、
も

の
忘
れ
に

も
効
果
が
あ
り
、
身
体
活
動
量
を

増
や
す
こ
と
に
よ

っ
て
死
亡
リ
ス

ク
が
下
が
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会

に
、
毎
日
の
生
活

の

中
に
運
動
を
取
り
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
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蝙
暦
洟
・Ｒ
熙
鬱
笙
蒻

令
和
元
年
度
第
１
回
安
全
委
員

会
が
６
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
、
平

成
３０
年
度
及
び
令
和
元
年
度
の
事

故
発
生
状
況
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
中
の
兵
庫
県
下
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
死
亡

事
故
も
含
め
た
重
篤
事
故
は
全
国

で

一
番
多
く
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
が
県
下
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
務
局
長
を
神
戸
に
集
め

て
強
く
注
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
平
成
３０
年
度
の

傷
害
事
故
件
数
は
若
干
減
少
す
る

も
の
の
、
入
院
を
要
す
る
事
故
が

多
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
賠
償
事

故
に
つ
い
て
は
平
成
３０
年
度
に
４

件
、
令
和
元
年
度
に
既
に
２
件
発

生
し
て
お
り
、
会
員
の
安
全
意
識

の
高
揚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

６
月
２‐
日
に
は
、
高
齢
者
に
よ

る
交
通
事
故
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
午
前
中
に

た
つ
の
警
察
交
通
課
に
よ
る
交
通

安
全
講
習
会
を
開
催
し
、
‐０７
名
の

会
員
が
参
加
さ
れ
熱
心
に
受
講
さ

れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
草
刈

機
に
よ
る
賠
償
事
故
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
草
刈
機
製
造
会

社
の
例
丸
山
製
作
所
か
ら
草
刈
機

の
取
扱
い
方
法
等
の
講
義
を
受
け
、

そ
の
後
千
鳥
ケ
浜
公
園
で
草
刈
機

に
よ
る
石
飛
び
体
験
を
し
て
も
ら

い
、
草
刈
機
の
危
険
性
を
実
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

７
月
９
日
に
は
、
草
刈
作
業
の

安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
予

定
で
し
た
が
、
雨
天
の
た
め
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各

支
部

。
事
業
所

で
の
安
全
パ
ト

ロ

ー
ル
の
回
数
を
増
や
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

兵
庫
県
下
重
篤
事
故
例
（平
成
３０
年
度
）

①
加
古
郡
広
域
Ｓ
Ｃ
　
転
倒
骨
折

に
よ
る
感
染
症
で
死
亡

②
中
播
広
域
Ｓ
Ｃ
　
滑
落
に
よ
る

頭
部
打
撲
で
死
亡

③
姫
路
市
Ｓ
Ｃ
　
斜
面
転
落
に
よ

る
頸
髄
損
傷
で
死
亡

④
佐
用
町
Ｓ
Ｃ
　
転
落
に
よ
る
頭

部
打
撲
で
死
亡

⑤
中
播
広
域
Ｓ
Ｃ
　
転
落
に
よ
る

頸
椎
損
傷
で
長
期
入
院

①
作
業
は
安
全
第

一
、
急
い
だ
り
あ

わ
て
た
り
し
な
い

②
器
具
類
は
、
使
用
前
に
必
ず
点
検

③
服
装

・
履
物
は
、
作
業
に
合
っ
た

動
き
や
す
い
も
の

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操

⑤
加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
充

分
認
識

⑥
作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図

・
連
絡
を

正
確
に

③
帰
宅
す
る
ま
で
、
交
通
事
故
に
気

を
付
け
る

⑨
健
康
に
は
、
常
に
注
意

⑩
十
分
な
睡
眠
を
と
る

兵
シ
協
安
全
就
業
ス
ロ
ト
ガ
ン

作
業
の
手
順
　
き
っ
ち
り
覚
え
て

安
全
．就
業

驀 二壼
=壼

‡量言i
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年度別事故発生状況

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度
就業中 途上 賠償 就業中 途上 賠償 就業中 途上 賠償

転 落 。墜 落 2

転鶯1。 つまづき 1 1 1 2

挟まれ 。切 れ 2 2 1

飛 来・落 下 1

交 通 事 故 1 1

そ  の  他 3 3 2 1 4

合   計 3 0 3 8 1 2 6 1 4

ヽ
・　
　
一せ
〓
，
ヽ
ｔ
ｔ
ヽ
■
■
〓
苺
苺
苺
豊
ｔ
●
姜
え
ヽ
事
〓
〓
〓
李
ヽ
轟
讐
籍
〓
様
〓
ヽ
覆
“
藻
言
瀬
幸
犠
〓
澄
婆
彗
姜
糠
籍
難
豪
轟
業
薫
素
難
議
葉
華
議
鶏
議
鐸
無
鐵
簑
熱
櫂
電

一「
一一一一一一一一一一一瑯一ず

「道
の
駅
み
つ
」
は
、
道
の
駅
と

し
て
の
休
憩
機
能
及
び
た
つ
の
市

の
観
光

・
地
域
情
報
の
発
信
拠
点

と
し
て
２０‐０
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し

今
年
で
１０
年
目
と
な
り
ま
す
。

当
駅
で
は
、
地
元
生
産
者
の
新

鮮
な
野
菜
を
は
じ
め
室
津
漁
港
で

水
揚
げ
さ
れ
る
魚
介
類
の
販
売
を

行

っ
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
を
借
景

も

て
な
し

い
た
だ

い
て
お
り
、
会

員

の
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
元
た
つ
の
市
を

一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
福
祉
法
人
　
夢
工
房
　
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　

ンヽ
ス
ナ
ブ

御
津
は
‐９９７
年
１０
月
１
日
に
開
設
し
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
、
ケ
ア

ハ
ウ
ス
の
マ
リ
ナ
グ

リ
ー
ン
御
津
を
併
設
し
て
お
り
ま

す

。

に
旬

の
食
材
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ

ー
を
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン

『魚

菜
屋
』
も
大
変
好
評

い
た
だ

い
て

い
ま
す
。

特
に
こ
の
時
期
は
、
今
年
４
月

に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

『瀬
戸
内

う
み
か
ぜ
Ｂ
Ｂ
Ｑ

テ
ラ
ス
』

の
運

営
や
地
元
で
獲
れ
た
焼
き
穴
子

の

販
売
等
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
か
ら
来
て
い
た
だ
け
る
た
く
さ

ん
の
方
に
御
世
話
に
な

っ
て
い
ま

す
。

い
つ
も
笑
顔
で
お
客
様
を
お
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特
養
と
ケ
ア

ハ
ウ
ス
は
入
所
施

設
で
す
。
高
齢
者

の
方
に
安
心
し

て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

介
護
職
員
が
心
を
こ
め
家
庭
的
な

雰
囲
気

で
日
常

の
お
手
伝

い
を

い

た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
自

宅
に
お
住
ま

い
の
高
齢

の
皆
様
に

も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全
に

自
立
し
た
生
活
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
デ
イ
サ

ー
ビ

ス
の
ご
利
用
を
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ

ー
が
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
て
お
り
ま

す
。
そ
ん
な
シ
ス
ナ
ブ
御
津

の
施

設
屋
外
で
の
季
節
ご
と

の
剪
定

・

草
刈
業
務
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
御
津
事
業
所

の
会
員

の

皆
様
の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

真
夏
の
炎
天
下
で
も
真
面
目
で
丁

寧
、
何
よ
り
も
ひ
た
む
き
な
姿
勢

で
、
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
驚
く
の

は
会
員
の
皆
様
の
豊
富
な
知
識
と

熟
練
し
た
技
能
で
す
。
特
に
知
識

は
多
岐
に
渡

っ
て
お
り
、
職
員

一

同
教
え
を
こ
う
こ
と
が
多
く
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
ｏ

今
後
も
末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
貴
セ
ン

タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

ま

っ
て
お
り
、
私
も
入
館
者
の
人

達
と
共
に

「
素
晴
ら
し

い
で
す

ね
」
と
声
を
交
わ
し
た
り
し
な
が

ら
、
館
内
の
絵
画
を

一
枚

一
枚
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
後
神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ

ー
ビ
ル

「
ス
カ
イ
ブ
ッ
フ
エ
」
の

２５
階
か
ら
神
戸
港
の
素
晴
ら
し
い

景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
料
理
の
昼
食
に
舌
づ
つ
み
を

打
ち
、
満
足
し
た
後
、
初
め
て
行

く
神
戸
新
開
地
に
あ
る
、
上
方
上

席
の

「喜
楽
館
」
に
入
館
し
、
７

人
の
落
語
と

一
組
の
漫
才
を
大
い

に
笑
い
楽
し
み
、
と
て
も
い
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の

「喜

楽
館
」
は
昨
年
開
業
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、
美
術

館
の
事
、
喜
楽
館
の
事
等
に
花
が

咲
き
、
無
事
新
宮
に
帰

っ
て
来
た

の
が
、
何
よ
り
の
お
土
産
で
し
た
。

新
宮
文
化
協
一含

視
察
研
修
一旅
行
一で
の

楽
し
．か
つ
た
・思
い
出

一　

新
宮
事
業
所
〓
干
宅
〓
■
郎
一

・
　

　

　

　

一

・
　

．

一
一

一
　

一
　

・・一
．

一

．
一

●

●

・

一

・

待
ち
に
待

っ
た
文
化
協
会

の

「視
察
研
修
旅
行
」
が
今
年
は
神

戸
市
に
あ
る

「
兵
庫
県
立
美
術

館
」
と

「喜
楽
館
」
と
決
ま
り
会

員
３５
人
が
新
宮
公
民
館
に
集
合
し
、

バ
ス
に
揺
ら
れ
な
が
ら
神
戸
に
向

か
っ
た
。

「
兵
庫
県
立
美
術
館
　
士ム
術
の

館
」
に
到
着
し
て
、
館
内
に
展
示

し
て
あ
る
有
名
な
印
象
派
の

「
コ

ロ
ー
、
ミ
レ
ー
、
ク
ロ
ー
ド

・
モ

不ヽ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
セ
ザ

ン
ヌ
、

ゴ

ッ
ホ
、

エ
ド
ガ
ー

・
ド
ガ
」
他

有
名
な
画
家

の
絵
画
に
感
動
し
、

特

に

ク

ロ
ー
ド

・
モ
ネ

の

（
睡

蓮
）
と

エ

ド
ガ

ー

・

ド

ガ
　
の

（
踊
り
子

た
ち

（ピ

ン
　

ク

と

緑
）
）
の

絵
画
の
前

に
は
多
く

の
人
が
集
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『風
雅
に
空
へ
』

た
つ
の
支
部

高

卿

　

仁

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
お
世

話
に
な

っ
て
、
二
年
を
少
し
過
ぎ
た

ば
か
り
の
ま
だ
ま
だ
ほ
や
ほ
や
で
す

が
、

い
ろ
い
ろ
な
業
務
で
多
く
の
先

輩

の
皆
さ
ん
に
御
世
話

い
た
だ
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

趣
味
と

い
う
よ
り
、
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と

い
う

べ
き
か
、

「
凧
づ
く
り
」

は
も
う
始
め
て
三
十
数
年
で
し
ょ
う

か
？
薮
か
ら
竹
を
切

っ
て
乾
燥
。
竹

割
り
、
削
り
、
書
き
た

い
絵

の
下
絵

作
り
か
ら
始
め
て
、
和
紙

へ
の
線
描
、

彩
色
、
骨
組
貼
り
、
糸
目
つ
け
、
試

し
揚
げ
。
こ
れ
で
や
っ
と
大
会

へ
持

参
。
と
こ
ろ
で
、
最
近
は
、
絵
の
方

は

「美
人
画
」
が
主
で
、
題
材
探
し
、

画
家
の
略
歴
調
べ
も
楽
し
い
時
間
。

美
人
画
家
と
し
て
は
、
江
戸
、
明
治

～
昭
和
の
代
表
す
る
浮
世
絵
、
日
本

画
で
、
北
斎
、
暁
斎
、
清
方
、
松
園
、

深
水
、
華
宵
、
大
三
郎
、
等
々
の
画

家
達
の
大
首
絵
を
和
紙

一
杯
に
描
き
、

大
空

へ
飛
翔
し
た
凧
を
見
る
と
気
分

も
高
揚
し
て
、
自
分
が
空
を
飛
ん
で

い
る
気
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
各
地
の
凧
揚
げ
大
会

に
参
加
す
る
に
は
、
先
立
つ
も
の
が

必
要
で
す
。
い
た
だ
い
た
資
金
は
、

遠
征
費
の

一
部
に
。
今
後
と
も
皆
様

と
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
あ
っ
て
の
「私
」

揖
爆

羹

所

橋

本

佳

定

六
年
前
堀
本
揖
保
川
事
業
所
長
よ

り
、
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
管
理
業
務
を
命

じ
ら
れ
て
、
揖
保
川
事
業
所
代
表
理

事
に
な
り
、
昨
年
シ
ル
バ
ー
五
年
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。
四
年
で
辞
め
る

予
定
だ

っ
た
理
事
。
私
の
若

い
頃
は

七
〇
歳
を
越
え
る
と
後
進
に
道
を
譲

る
事
が
常
識
で
し
た
が
、

「
六
九
歳

で
ま
だ
若

い
」
と

の
事

で
後
二
年
間

受
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

会
員
あ

っ
て
の
私
で
あ
る
と
の
信

念
を
忘
れ
ず
五
年
理
事
を
務
め
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
当
初
は
シ
ル
バ
ー

会
員
数
が
千
人
を
越
え
る
状
況
で
し

た
が
、
現
在
は
八
百
人
余
り
の
数
で

す
。私

た
ち
の
頃
は
、
五
五
歳
定
年
で

し
た
が
、
現
在
は
六
〇
歳
定
年
で
再

一雇
用
。
六
五
歳
で
年
金
生
活
者
に
国

民
年
金
だ
け
の
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆

さ
ん
。
事
務
局
も
大
変
で
す
。
事
務

局
あ

っ
て
の
シ
ル
バ
ー
で
す
。

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
、
免
許

の
返
納
問
題
等
連
日
テ
レ
ビ
で
放
送

さ
れ

て

い
ま
す

が
、

「
日

々
是
好

日
」
の
日
々
を
過
ご
し
た

い
と
思

い

ま
す
。

新
舞
子
観
光
駐
車
場

料
金
徴
収
の
仕
事

御
津
事
業
所
　
誓
川
柚
‐Ｔ　
　
』卓

日
頃
よ
り
御
津
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
お
世
話
に
な
り
、
後
期
高

齢
者
に
な

っ
て
も
日
々
楽
し
く
送
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

平
成
３‐
年
春
、
家
庭
菜
園
や
老
人

ク
ラ
ブ
世
話
役
等
を
し
て
い
た
が
、

他
に
何
か
生
き
が
い
の
あ
る
活
動
を

6
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し
た
い
と
思

っ
て
い
た
時
に
、
上
西

所
長
よ
り
新
舞
子
観
光
駐
車
場
料
金

徴
収
の
仕
事
が
あ
る
が
や
っ
て
み
な

い
か
と
電
話
を
受
け
、
即
答
で
引
き

受
け
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
会
員
の
仲
間
は
５
名
で
、

綾
部
山
梅
林

・
潮
干
狩
り

。
海
水
浴

の
シ
ー
ズ
ン
中
は
週
約
２
回
交
代
制

の
仕
事
で
す
が
、
駐
車
券
と
お
金
の

交
換
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
話
な
ど
し

て
注
意
が
そ
れ
る
と
１
日
千
台
超
の

車
が
入
場
す
る
日
も
あ
り
、
１
日
の

集
計
が
合
わ
な
い
時
が
あ
り
ま
す
。

一■
一年
来
一０
夢

●

●

〓

■

■

大

西

信

司

私
が
シ
ル
バ
ー
で
お
世
話
に
な

っ

て
約
１０
年
が
経
ち
ま
す
。
当
初
２
年

間
は
太
子
町
社
協
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
送

迎
車
の
運
転
手
と
し
て
、
そ
の
後
は

現
在
の
職
場
、
太
子
町
総
合
公
園
で

受
付
業
務
や
陸
上
競
技
場
内
の
草
刈

り
を
し
て
い
ま
す
。
若

い
中
学
生
と

接
す
る
機
会
が
あ
り
、
成
長
す
る
中

学
生
の
陸
上
競
技
選
手
を
見
て
い
る

こ
こ
で
川
柳

「
ス
タ
イ
ル
似
　

一
葉

英
世
　
我
泣
か
し
」
金
勘
定
の
難
し

さ
を
味
わ
い
、
女
房
が
集
金
の
仕
事

を
永
年
勤
め
あ
げ
た
の
を
、
今
頃
に

な

っ
て
尊
敬
の
念
を
持
ち
ま
す
。
ま

た

一
句

「丸
四
角
　
並
べ
て
今
日
も

ご
明
算
」
。

こ
れ
か
ら
も
、
駐
車
場
の
仲
間

。

関
係
者
と
楽
し
く
仕
事
を
し
て
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■

　

華

　

輩

　

驚

・
警

・
驀

事
は
大
き
な
楽
し
み
で
す
。

私
は
定
年
退
職
後
２
年
余
り
、
新

潟
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
属
し
ネ
パ
ー
ル

の
奥
地
ジ
ョ
ム
ソ
ン
で
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
任
地
か

ら
５
ｋｍ
ほ
ど
南
下
し
た
地
に
マ
ル
フ

ァ
村
が
あ
り
、
こ
こ
に
河
口
慧
海
記

念
館
が
あ
り
ま
す
。
約
‐２０
年
前
日
本

人
と
し
て
初
め
て
チ
ベ
ッ
ト

ヘ
入
国

し
た
黄
栗
宗
の
僧
、
河
口
慧
海
が
チ

ベ
ッ
ト
入
国
前
こ
の
家
で
３
か
月
間

滞
在
し
、
毎
日
仏
間
で

一
切
蔵
経
を

読
み
ま
し
た
、
そ
の
功
徳
に
恩
義
を

感
じ
、
子
孫
が
代
々
保
存
し
て
い
る

家
で
す
。
私
が
初
め
て
こ
の
家
を
訪

問
し
仏
間

へ
案
内
さ
れ
た
時
、
大
変

大
き
な
感
動
を
受
け
ま
し
た
。
私
が

２
年
余
り
こ
の
地
に
滞
在
し
て
い
た

当
時
、
多
く
の
日
本
人
ト
レ
ッ
カ
ー

が
こ
の
家
を
訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、

河
口
慧
海
の
事
を
知
る
人
は
殆
ど
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
様
な
こ
と
か

ら
帰
国
以
来
何
と
か
彼
の
地
に
慧
海

師
の
業
績
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト
を
建

立
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
昨

年
４
月
に
河
口
慧
海
の
研
究
者
で
第

一
人
者
の
高
山
龍
三
先
生
と
知
遇
を

得
ま
し
た
。
早
速
先
生
に
私
の
想
い

を
述
べ
、
文
章
を
書
い
て
頂
く
こ
と

の
快
諾
を
得
て
、
私
の
夢
が
実
現

へ

の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
今
年
の

１
月
に
マ
ル
フ
ア
村
を
訪
れ
、
記
念

館
の
主
人
に
設
置
場
所
や
大
き
さ
の

承
諾
を
得
て
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
知
人

の
ネ
パ
ー
ル
人
に
石
工
屋
を
紹
介
し

て
も
ら
い
、
日
本
語
、
英
語
、
ネ
パ

ー
ル
語
の
説
明
文
を
石
に
彫

っ
て
も

ら
う
事
を
約
束
し
ま
し
た
。
３
月
に

３
か
国
語
の
最
終
文
を
渡
し
ま
し
た

が
、
本
当
に
複
雑
な
日
本
語
を
間
違

わ
ず
に
彫

っ
て
く
れ
る
の
か
心
配
で

し
た
。
予
定
よ
り
少
し
遅
れ
た
５
月

に
、
完
成
し
た
と
の
メ
ー
ル
と
共
に

正
し
く
彫
ら
れ
た
日
本
語
の
石
盤
の

写
真
を
見
て
大
変
感
激
し
ま
し
た
。

１１
月
に
は
現
地

へ
行
き
除
幕
式
が
出

来
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

何
歳
に
な

っ
て
も
夢
を
持
ち
続
け
る

事
は
大
切
な
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。



シルバーだより 令和元年 9月

魃会
員
確
保
に
ご
協
力
を

会
員
数
は
、
平
成
２０
年
度
に
‐０１７
人

を
ピ
ー
ク
に
年

々
減
少
し
、
平
成
３０

年
度

に
は

８７０
人
ま

で
減

っ
て

い
ま

す
。
こ
こ
５
年
間
で
の
減
少
率
は
、

全
体
で
‐０
．
８
％
の
と
こ
ろ
、
た

つ
の
支

部
で
は
２‐
．
７
％
と
突
出
し
て
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
剪
定
や
草
引
き

に
お
い
て
は
、
会
員
数
の
減
少
と
高

齢
化
が
著
し
く
、
新
規
の
作
業
依
頼

が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
と
な

っ
て
お

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
存

在
意
義
が
低
下
し
な
い
か
と
心
配
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
就
労
さ
れ
て

い
る
会
員
さ
ん
は
、
懸
命
に
依
頼
作

業
を
こ
な
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

な
ん
と
か
会
員
増
が
図
れ
な
い
か
思

案
し
て
い
ま
す
。

会
員
数
の
減
少
の
大
き
な
要
因
と

し
て
は
、
定
年
延
長
や
再
雇
用
制
度

が
導
入
さ
れ
て
、
６０
歳
代
前
半
の
入

会
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
６５
歳
か
ら
７５

歳
ま
で
の
年
齢
層
は

「
ア
ク
テ
イ
ブ

シ
エ
ア
」
と
い
わ
れ
、
元
気
で
就
労

意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ら

つ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
会
員

一
人

ひ
と
り
の

「
ロ
コ
ミ
」
に
よ
る
会
員

勧
誘
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
会
員
が

不
足
し
て
い
る
剪
定

・
草
刈

・
草
引

き
作
業
に
つ
い
て
は
、
会
員
に
よ
る

会
員
紹
介
が
あ
れ
ば
お
礼
と
し
て
商

品
券
を
お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
就

労
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
単
に
収
入
を

得
る
だ
け
で
は
な
く
、
就
労
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
る

こ
と
、
地
域
と

つ
な
が

っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
、

「
生
き
が
い
」
を
持

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
き
な
意
義

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
就
労
時
間
は
現
役
世
代
の

半
分
以
下
と
な

っ
て
お
り
ま
す

の

で
、
余
暇
時
間
を
趣
味
等
に
向
け
て

い
た
だ
い
て
、
よ
り
大
き
な

「
生
き

が
い
」
を
得
て
く
だ
さ
い
。

こ
の

「
生
き
が
い
」
を
も

つ
と
多

く

の
方
が
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
会
員
確
保
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

8
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太
子
支
部

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
本
当
に
暑

か

っ
た
昨
年

の
夏
よ
り
今
年
は
若
干

過
ご
し
や
す

い
か
と
思

い
ま
す
が
、

７
月
に
入
り
雨
が
多
く
、
じ
め
じ
め

と
し
た
日
が
多
く
体
調
を
崩
さ
れ
た

方
も
多

い
の
で
は
な

い
か
と
思

い
ま

す
。令

和
元
年

、
太

子
支
部
男
性

９４

名
、
女
性
７６
名
、
総
計
‐７０
名
で
日
々

仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
ｃ

太
子
支
部

の
年
度

の
始
ま
り
は
、

聖
徳
太
子
が
６０６
年
に
建
立
さ
れ
た
と

い
う

斑
鳩
寺

の
清
掃

ボ

ラ
ン
テ
イ

ア
、
そ
の
後

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
親
睦
を
図
り
１
年

の
ス
タ
ー
ト
を

肇
一
／

切

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
、
例
年
秋
に
実
施
し

て
い
た
支
部
研
修
、
今
回
は

「
広

島

・
呉
市
　
戦
艦
大
和
の
ふ
る
さ
と

探
索
」
を
６
月
の
上
旬
に
実
施
し
た

こ
と
も
あ
り
、
例
年
以
上
に
会
員
同

士
の
親
睦
も
図
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
こ
の
４
月
よ
り
ご
縁
あ

り
太
子
支
部
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
前
職
と
は
全
く

違

っ
た
仕
事
な
の
で
戸
惑
い
も
多

い

の
で
す
が
、
新
鮮
と
感
じ
る
場
面
の

方
が
多
く
、
忙
し
い
中
で
す
が
充
実

ン
■
一

し
て
日
々
を
送
ら
せ
て
い
た
だ

い
て

い
ま
す
。

勤

め

て
数

か
月

が
過
ぎ
ま

し
た

が
、
何
よ
り
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
会

員
の
皆
さ
ん
が
ご
高
齢
に
も
か
か
わ

ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
元
気

一
杯
、　
一
生
懸

命
に
自
信
と
プ
ラ
イ
ド
、
責
任
を
持

っ
て
お
仕
事
を

さ
れ

て

い
る
姿

で

す
。
そ
ん
な
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い

た
だ

い
て
い
る
と
私
自
身
も
元
気
を

も
ら

い
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
今

後
と
も
多
く

の
会
員
の
皆
さ
ん
が
元

気
に
末
永
く
お
仕
事
を
さ
れ
る
こ
と

を
願

っ
て
い
ま
す
。

揖
保
川
事
業
所

『三
方
よ
し
Ｌ
一ら
の
お
願
い

日
本

が
好

景
気

に
湧

い
て

い
た

頃
、
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
は
、
ち
あ
き

な
お
み
の

「
喝
采
」

「
四

つ
の
お
願

い
」
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
多

感
な
中
学
生

の
私
は
大
き
な
衝
撃
が

あ
り
、
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
場
面

で
し
た
。

ち
あ
き
な
お
み

（歌
手
）
の

「
四

つ
の
お
願

い
」
か
ら
、
事
務
局
版

「
三
つ
の
お
願
い
」
で
す
。

◎
「
ひ
と
つ
」

利
用
者
の
皆
さ
ん
に

と

っ
て
、
低
価
格
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
。

◎
「
ふ
た
つ
」

会
員
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
、
老
後
の
自
己
実
現

・
社
会
貢

献

・
仲
間
の
連
帯
意
識
強
化
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
。

◎
「
み

っ
つ
」

地
域

の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
、
課
題
解
決
に
直
結
す
る
と

い

つヽ
メ
リ
ッ
ト
。

こ
の
よ
う
に
、
全

て
に
よ
い
影
響

を
も
た
ら
す

「
三
方
よ
し
」
の
社
会

参
加
を
目
指
し
実
現
す
る
こ
と
が
何

よ
り
重
要
と
考
え
、
事
業
所

の
役
割

だ
と
自
覚
し

つ
つ
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。
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日
帰
り
研
修
旅
行

昨
年
１０
月
２９
日

（月
）
朝
、
小
雨

が
ぱ
ら
つ
い
た
天
候
の
中
５０
名
の
会

員
を
乗
せ
た
満
員
の
バ
ス
は
中
国
縦

貫
道
を
山
崎
ＩＣ
か
ら
西

へ
、
途
中
、

勝
央
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
ト
イ
レ
休

憩
を
と
り
落
合
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か

ら
米
子
道
で
松
江
に
向
か

っ
た
。
予

定
通
り
１１
時
に
松
江
城
に
到
着
、
１０

人
ず

つ
５
艘
の
船
に
分
乗
し
て
寒
空

の
中

「堀
川
め
ぐ
り
」
の
風
情
を
味

わ

っ
た
。

そ
の
後
、

「牡
丹
と
雲
州
人
参
の

里
」
大
根
島
の
由
志
園
で
庭
園
を
鑑

賞
し
な
が
ら
豪
華
な
料
理
に
舌
鼓
を

打

っ
た
。
居
心
地
が
良
く
予
定
の
時

間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
大
根
島
を
出
発

し
た
。

途
中
、
境
港
で
海
産
物
の
買
い
物

を
し
て
大
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
ヘ
と

バ
ス
に
揺
ら
れ
た
。
車
窓
か
ら
見
た

一
ノ
沢
、
ニ
ノ
沢
、
三
ノ
沢
の
紅
葉

は
見
事
な
鮮
や
か
さ
で
あ

っ
た
。
夕

暮
れ
が
近
づ
い
て
い
た
の
で
大
山
寺

へ
の
参
拝
は
あ
き
ら
め
故
郷

へ
と
進

路
を
と
り
無
事
に
帰
着
し
た
。

こ
の
研
修
旅
行
で
は
、
こ
れ
ま
で

会
話
を
し
た
こ
と
の
な
い
会
員
さ
ん

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
大
変

有
意
義
な
研
修
で
あ

っ
た
。

「鳥
取
は
わ
い
温
泉
」
で

食
す
カ
二
三
味
！

昨
年
１１
月
２６
日

（月
）
に
御
津
事

業
所
互
助
会
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
、
年
に

一
度
の

「
日
帰
り
研
修

旅
行
」
で

ク鳥
取
は
わ
い
温
泉
望
湖

楼
ク
に
行
き
ま
し
た
。

前
回
の
旅
行
の
帰
り
に

「次
回
は

カ
ニ
を
食
べ
に
行
こ
う
―
」
と
言
う

要
望
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る
べ

く
、
年
度
当
初
４
月
に
開
催
し
た
役

員
会
で
早
々
に

ク鳥
取
は
わ
い
温
泉

カ
ニ
会
席
ク
が
決
定
し
、
シ
ル
バ
ー

会
員
に
声
か
け
を
行

い
、
こ
れ
ま
で

で
最
高
の
３７
名
で
の
日
帰
り
研
修
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。
車
中
で
は
安
全

委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
藤
井
理
事

か
ら
作
業
中
の
事
故
に
遭
わ
な
い
た

め
の
安
全
講
習
を
兼
ね
た
ご
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

「
は
わ
い
温
泉
」
で
は
、
本
部
主

催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
優

勝
さ
れ
た
阪
田
氏
を
は
じ
め
入
賞

者

・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
の
披
露
で

盛
大
な
拍
手
を
受
け
、
祝
杯
の
後
、

宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
会
員

全
員
が
只
ひ
た
す
ら
カ
ニ
を
食
し
喜

ん
で
い
る
姿
を
写
真
に
お
さ
め
な
が

ら
、
何
と
も
言
え
な
い
嬉
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
盛
り
上
が
る
会
員
、

は
わ
い
温
泉
入
浴
で
ゆ
っ
く
り
さ
れ

た
会
員
も
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
の
車

中
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が

り
、
沢
山
の
お
土
産
と
共
に
無
事
に

帰
宅
し
ま
し
た
。

次
回

の
旅
行
も

楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
―

罐◎
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◎颯絣鶉謳馘鰈瑣
講習内容 松の木剪定の実習
と き 1月～ 3月の予定
ところ 未定
申込み 各支部及び事業所まで

◎釉躙労笞゙ 鰺鶉夕ξ鬱彫覺瞑文乏甕餃鱚貪
と き 11月 23日 (土・祝 )
・ 講演会

時 間 10時00分から
場 所 新宮ふれあい福社会館 研修室
講座名 認矢□症サポーター養成講座
・ 広域グラウンドゴルフ大会

時 間 午後 1時から
場 所 新宮リバーパーク
申込み 各支部及び事業所まで

◎椰颯熙藝饒諫隧霙
と き 12月 13日 (金)午前 9時から
ところ たつの市ワークプラザ

(たつの市役所分庁舎西隣)

申込み 各支部及び事業所まで

◎蝙袂蝙録骰
講習内容 チェーンソーの使用方法等
と き 1月 ～ 3月の予定
ところ 未定
申込み 各支部及び事業所まで

10月 15日 (火 )
12月 16日 (月 )

2月 17日 (月 )●I

配分金振込予定目
警令和元年

9月 17日 (大 )。
11月 15日 (金)。

艤令和 2年
1月 20日 (月 )。
3月 16日 (月 )

③颯鵞瘍鰺鰊顆膊鶉鬱檄写
就業報告については、就業先の仕事が終了した段階で就業報告書を提出してください。

(必ず、会員番号・氏名をご言己入ください。)

提出期限は、原則月末ですが、遅くても月初め 3日までには、必ず各支部・事業所
に提出してください。

／
笏
鼈
黎
ま
亀
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お
問
い
/_N
口

わ
せ
く
だ
さ

:   い
l      o

|

ヽ

■■
=T鰊
髯1■|ぶ轟響礫幌1111~|‐ 11

騨たつの支部
〒679-4167 たつの市龍野町富水1005-1
TttL(0791)62-431l  FA× (0791)62-0822

整太 子 支 部
〒671-1523 揖保郡太子日丁東南51-1
TEL(079)276-3232 FA× (079)276-3376

撃新 宮事 業 所
丁679-4392 たつの市新宮町宮内16
TEL(079」 )75-41 41  FA× (0791)72-8618

妻揖保jll事業所
〒6711621たつの市揖保川町正條2791
TttL(0791)72-731l  FA× (0791)72-7312

譜御 津事 業 所
〒671-1341た つの市御津町釜屋4893
T[L(079)322-0701  FAX(079)322-0750
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◎
研
修
旅
行

（日
帰
り
）

日
程
　
Ｈ
月
Ｈ
日

（月
）

行
先
　
大
阪
方
面

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

３
月
１５
日

（日
）

一
一
■

一■
．一●　
■ギ
■
一■

■

汗

・儡
・・・・楔
・薇
一綺

広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
誕
生
し
て
か
ら
、
来
年
３
月
末

で
３０
年
と
な
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

運
営
に
対
し
て
、
会
員
の
皆
様

の

ご
協
力
と
ご
支
援
に
感
謝

い
た
し

ま
す
。
会
員

・
役
員

・
職
員
の
皆
様
、

会
員
が
減
少

し

て
お
り
ま
す

の

で
、
新
規
会
員
の
加
入
増
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

″
シ
ル
バ
ー
だ
よ
リ
ク
に
投
稿

し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

輻
一楊
鼈
■

◎
研
修
旅
行
八
１
泊
２
日
）

・

日

程

　

Ｈ

月

１７

日

（
日

）
～

‐８

日

（
丹

）

行
先
　
金
沢
方
面

（山
代
温
泉
）
　
　
・

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
１９
日
（木
）

揖
保
川
水
辺
プ
ラ
ザ

◎

「２
０
１
９
た
つ
の
市
民
ま
つ
り
」

・
　

一　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
２
０
１
９
た
つ
の
市
民
ま
つ
り
」
が
い

．Ｈ
月
３
日
（日
・祝
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

た
つ
の
支
部
で
は
、
会
場
で
の
ボ
ラ
ン

●
テ
イ
ア

（清
掃
等
）
に
参
加
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
た
つ
の
支
部
事
務
局
ま
で

◎
支
部

会

員

研
修
会

‐２
月

７
日

（土
）

■■‐=:T,■ ■■
・・
譲
=・
尋
「
]「・
~`'“警

:■

◎
研
修
旅
行

　

・　
　
　
　
　
一一

日

程

　

１０

月

２７

日

八
日

）
～

２８

日

（
月
‐
）

行
先
　
一局
知
方
面

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
・

Ｈ
月
８
日

（金
〉

■

■
讐

事

一鶉
ギ
腎
■
一

◎
研
修
旅
行

（日
帰
り
）

一

一
■
程
　
１０
月
１４
日

（月

・
祝
）

一

一行
先
　
神
戸
方
面

（有
馬
温
泉
・
有
馬

・

・

一
御
苑
　
他
）

・

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

Ｈ
月‐
１３
計

〈水
）

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

１
月
２０
日

（月
）

一

燿
■
■
一■
●
一摯
■
一一■
鑢
諄
欝
ま
義
■
ず 弯彗

電慶


